
東北の元気㉒
　閖

ゆ り あ げ

上あみ～ず（宮城県名取市）

まちの仕組み㉗
　帰町開始も視野に生活支援体制を強化へ（福島県楢葉町）

まじわる災害公営住宅 ⑤
　・荒井東市営住宅（宮城県仙台市若林区）
　・田子西市営住宅（宮城県仙台市宮城野区）

「誰も自殺に追い込まれることのない社会」へ③
　NPO 法人自殺対策支援センター ライフリンク 副代表 根岸 親さん
 
宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

東北の元気㉒
　特定非営利活動法人 FOR YOU にこにこの家（宮城県仙台市太白区）

［2014年12月20日発行］

28vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

宮城県名取市の被災者が結成した「閖上あみ～ず」の活動の様子

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。

・読者の声　　・購読者を募集しています！　　・次号予告　　・編集後記

9
「畑に行こう！」
 笑顔と元気のタネをまく

特集

10

14

12

15

本体 286 円 + 税

● 仕事と友と希望を得る
　「ソーシャルファーム」事業
    特定非営利活動法人フェアトレード東北（宮城県石巻市）
 
● 農地復旧支援から地域づくり支援へ
  農村集落の課題に挑む
    一般社団法人Ｒ

リ ル ー ツ

ｅＲｏｏｔｓ（宮城県仙台市若林区）
 
●「動けるうちは畑に出たい」
　 林農海支援事業まほろば企業組合（岩手県陸前高田市）

3

7

5

☆専門家に聞く地域づくりのヒント
　（前 青森県立保健大学 社会福祉学科 教授、
　　　　 NPO 法人地域福祉 研究室 pipi 理事長 渡邉 洋一さん）

広域避難者の暮らしを支え合う情報紙
「つなぐ・つながる・支え合う」vol.14 を挟み込みました。
宮城県　平成26年度みやぎ地域復興支援助成金事業

16
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「畑に行こう！」
笑顔と元気のタネをまく

「土いじりがしたい」

仮設住宅で、何度この言葉を耳にしたでしょう。

ひきこもりがちで顔色のよくない人が、畑に出たとたん、

生き生きと作業に励むのをどれほど見たでしょう。

土を耕す。

種をまく。

成長を見守る。

やがて実りの時期を迎え、

収穫の恵みにあずかる…

豊かな実りを得た喜びは、言い表しようもありません。

作物を売ったりあげたりすることで、喜びはさらに広がります。

畑仕事は私たちに、将来へ希望をつなぐことを教えてくれます。

将来へ向けて今、努力する意義を示してくれます。

たいへんな作業の分担は、

私たちがつながり合い、支え合って生きていることの象徴のようでもあります。

被災地の畑で、作物だけでなく、笑顔と元気を育てている人たちがいます。

その取り組みを紹介しましょう。

特集



3

作業の合い間も憩いのひととき

仕事と友と希望を得る「ソーシャルファーム」事業

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
、
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
な
ど
、
社
会
か
ら

孤
立
し
て
い
る
人
た
ち
に
、

居
場
所
や
生
き
が
い
、
就
労

の
機
会
を
提
供
す
る
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
事
業
に
、

2
0
0
8
年
か
ら
手
探
り
で

取
り
組
ん
で
き
た
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

東
北
」。
2
0
1
2
年
か
ら
被

災
者
も
対
象
に
し
た
活
動
で
評

価
を
受
け
、
今
年
復
興
庁
が
実

施
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
復
興

政
策
優
秀
提
言
」に
選
ば
れ
た
。

そ
の
活
動
は
、
拠
点
の
あ
る
宮

城
県
石
巻
市
に
留
ま
ら
ず
、
県

内
そ
し
て
沖
縄
県
に
及
ぶ
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災

弱
者
を
対
象
に
し
た
物
資
支

援
・
巡
回
訪
問
支
援
を
実
施
。

２
万
８
千
軒
を
訪
問
し
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
仮
設
住

宅
で
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
、

不
登
校
の
子
ど
も
な
ど
に
粘
り

強
く
声
を
か
け
て
、
田
畑
に
連

れ
出
し
た
。
昨
年
度
は
60
人

が
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
参

加
。
今
年
は
80
歳
代
中
心
の
高

齢
者
20
人
と
、
障
害
の
あ
る
20

歳
代
の
４
人
が
参
加
し
、
週
３

回
農
作
業
に
あ
た
る
。

「
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か

ら
、
農
作
業
が
心
理
的
身
体
的

に
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
た
」
と
理
事
長
の

布
施
龍
一
さ
ん
は
明
か
す
。
作

業
前
に
は
血
圧
測
定
を
行
い
、

ま
た
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
畑
で
体
を
動
か
し
、

友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
、
作
物
の

成
長
を
見
守
り
、
賃
金
を
得
る

喜
び
を
知
る
。
そ
れ
は
、
暮
ら

し
に
希
望
を
も
つ
行
為
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

社
会
と
の
接
点
は
仕
事

「
人
間
の
幸
せ
は
、
社
会
と

つ
な
が
る
こ
と
」
と
布
施
さ
ん

は
断
言
す
る
。
そ
れ
は
難
病
を

患
い
、
仕
事
を
失
っ
た
自
身
の

体
験
談
で
も
あ
る
。
経
営
し
て

い
た
飲
食
店
を
締
め
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、借
金
を
負
っ
た
が
、

◎特定非営利活動法人フェアトレード東北（宮城県石巻市）

●作物を育て、報酬を得る取り組みが、暮らしに希望をもたらしている。
●畑仕事で仲間もできる。社会的孤立からの回復、予防効果にも注目！

ポイント

特集「畑に行こう！」笑顔と元気のタネをまく

秋田県 岩手県

福島県

山形県

太平洋

宮城県
石巻市

作物の成長も喜びのひとつ
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ソーシャルファームの仲間たち

特定非営利活動法人フェアトレード東北

代表理事　布施 龍一さん

「人間の幸せは、社会とつながること」

難
病
者
で
あ
っ
て
も
国
の
支
援

は
な
く
、
助
け
て
く
れ
た
の
は

友
だ
ち
や
仕
事
仲
間
だ
っ
た
。

ど
ん
底
の
な
か
で
思
い
出
し

た
の
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
関

わ
っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
東

北
」
で
の
楽
し
い
活
動
。
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の
絵
画

教
室
や
作
品
展
覧
会
を
開
く
た

め
2
0
0
0
年
に
発
足
し
、

資
金
調
達
の
た
め
に
海
外
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売

し
て
い
た
。
布
施
さ
ん
は
、
今

こ
そ
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
法

人
化
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、

2
0
0
8
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

格
を
取
得
。「
国
産
の
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
は
扱
わ
な
い

の
？
」
と
い
う
周
囲
の
声
に
押

さ
れ
て
、
障
害
の
あ
る
人
や
不

登
校
の
青
年
た
ち
と
と
も
に
米

や
緑
茶
を
つ
く
り
、
販
売
。
そ

れ
を
視
察
に
来
た
大
学
の
研
究

者
に
、「
布
施
さ
ん
が
や
っ
て

い
る
こ
と
は
、
海
外
で
『
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
』
と
呼
ば
れ

て
い
る
先
駆
的
な
取
り
組
み

だ
。
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
お

か
れ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て

の
新
し
い
労
働
の
形
」
と
教
え

ら
れ
た
と
い
う
。

福
祉
や
農
業
の
経
験
者
で
は

な
い
布
施
さ
ん
は
、
課
題
に
ぶ

つ
か
る
た
び
に
各
分
野
の
専
門

家
に
助
言
を
仰
ぎ
、
市
場
開
拓

を
含
め
、
手
探
り
で
現
在
の
活

動
を
築
い
て
き
た
。「
僕
の
場

合
、
社
会
と
の
接
点
は
仕
事

だ
っ
た
。『
働
き
た
い
』と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
な
か
で
、
そ

れ
を
形
に
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
は
特
別
な
取
り
組
み

で
は
な
い
」
と
布
施
さ
ん
は
説

く
。

仕
事
を
通
じ
た

　
　
　
　
社
会
的
孤
立
の
予
防

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
東
北
が
取

り
組
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム

の
特
徴
は
、
送
迎
付
き
で
あ
る

こ
と
。
そ
し
て 

“
卒
業
”
が
あ

る
こ
と
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
は
、
社
会
に
出
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
フ
ァ
ー
ム
で
も
あ
る
」

（
布
施
さ
ん
）。
こ
れ
ま
で
約

3
0
0
人
が
、
２
～
３
年
で

“
卒
業
”
し
て
い
っ
た
。

集
会
所
の
サ
ロ
ン
に
足
を
運

ば
ず
、
仮
設
住
宅
で
ひ
っ
そ
り

と
過
ご
し
て
い
た
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
女
性
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
フ
ァ
ー
ム
に
参
加
し
て
数
か

月
後
、
布
施
さ
ん
に
こ
う
言
っ

た
。「
震
災
後
、
初
め
て
自
分

で
好
き
な
も
の
（
靴
）
を
買
っ

た
。
フ
ァ
ー
ム
で
同
じ
仮
設
住

宅
に
住
む
友
だ
ち
も
で
き
た
か

ら
、
私
は
こ
れ
で
卒
業
す
る
」。

布
施
さ
ん
は
こ
の
卒
業
宣
言
を

心
か
ら
喜
ん
だ
。

卒
業
生
の
多
く
は
、
パ
ー
ト

を
含
め
て
就
労
の
機
会
を
得
て

い
く
が
、
な
か
に
は
一
般
就
労

に
つ
な
が
ら
な
い
人
も
い
る
。

そ
の
受
け
皿
づ
く
り
の
た
め
、

３
年
前
に
農
業
生
産
法
人
を
設

立
。
試
行
錯
誤
の
う
え
、
国
内

で
は
希
少
な
西
洋
野
菜
の
栽
培

に
成
功
し
、
現
在
10
人
を
雇
用

す
る
。ま
た
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

が
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
参

加
し
、
就
労
し
て
い
く
に
は
保

育
所
が
不
可
欠
だ
と
、
子
ど
も

の
一
時
預
か
り
・
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
に
も
乗
り
出
し

た
。
卒
業
生
が
集
う「
田
植
え
」

や
「
稲
刈
り
」
な
ど
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
。
畑

か
ら
出
て
、
地
域
全
体
で
支
え

合
う
仕
組
み
を
考
え
続
け
る
。

布
施
さ
ん
の
言
葉
は
ス
ト

レ
ー
ト
で
、
刺
激
的
だ
。「
こ

れ
は
慈
善
事
業
で
は
な
い
」「
助

け
る
、
と
い
う
言
葉
が
嫌
い
」

「
期
限
が
な
い
の
は
飼
い
殺
し

と
同
じ
。
だ
か
ら
“
卒
業
”
を

設
け
る
」。
な
ん
と
か
自
分
で

や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
力
を
つ

け
て
ほ
し
い
と
、
一
人
ひ
と
り

の
力
を
信
じ
、
仕
事
を
通
じ
た

社
会
的
孤
立
の
予
防
に
取
り
組

む
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
東
北
。
被

災
地
の
み
な
ら
ず
、
ど
の
地
域

で
も
生
か
せ
る
自
立
支
援
の
形

と
い
え
る
。
小

特集「畑に行こう！」笑顔と元気のタネをまく

DATA

特定非営利活動法人フェアトレード東北
〒986-0861

宮城県石巻市蛇田字下中埣14-1
TEL 0225-94-6883  FAX 0225-94-6885  

URL http://ft-tohoku.org/



5

津
波
被
災
農
地
で
が
れ
き
除

去
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
な
が
ら
、過
疎
や
高
齢
化
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
と
い
っ
た

農
村
集
落
の
課
題
を
踏
ま
え
た

地
域
づ
く
り
活
動
を
始
め
た
団

体
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
Ｒｅ
Ｒｏｏ
ｔｓ

（
リ
ル
ー
ツ
）
は
、仙
台
市
若
林

区
荒
浜
の
農
業
地
帯
に
拠
点
を

置
く
。
地
域
の
農
家
・
住
民
と

連
携
し
、
畑
仕
事
を
は
じ
め
産

直
販
売
、
地
場
食
材
を
使
っ
た

芋
煮
会
、被
災
し
て
使
用
不
能

に
な
っ
た
小
学
校
の
清
掃
、
遊

休
地
で
の
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
や
祭
り

な
ど
を
実
施
。
都
心
部
や
近
隣

の
住
宅
街
、
災
害
公
営
住
宅
の

住
民
も
巻
き
込
ん
で
、農
村
に

新
た
な
人
の
交
わ
り
と
流
れ
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。

復
興
は
「
地
域
お
こ
し
」
で

農
村
集
落
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
人
口
減
に
よ
る
地
域

活
力
の
低
下
は
、
中
山
間
地
域

に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。　
　

　

１
０
０
万
都
市
の
仙
台
市

は
、
経
営
耕
地
面
積
５
２
６
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
県
内
５
番
目
の

規
模
を
持
つ
一
方
、
耕
作
放
棄

地
が
５
２
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

び
、
農
業
就
業
人
口
の
う
ち
65

歳
以
上
の
割
合
は
約
57
％
に
達

す
る
（
２
０
１
０
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
よ
り
）。
子
や
孫

の
世
代
が
市
街
地
に
移
り
、
高

齢
夫
婦
だ
け
で
郊
外
の
農
村
集

落
で
暮
ら
す
例
も
珍
し
く
な
い
。

「
被
災
し
た
こ
と
で
一
層
、

農
村
地
域
の
衰
退
が
加
速
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
」
と
指
摘
す

る
の
は
、
リ
ル
ー
ツ
代
表
の
広

瀬
剛つ

よ
し史
さ
ん
（
40
歳
）。

荒
浜
地
区
を
含
む
仙
台
市
東

部
沿
岸
の
広
大
な
田
園
地
帯

は
、
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
農
地
の
復
旧
工
事
が
進

み
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ほ
ぼ
全

域
で
水
稲
な
ど
の
作
付
け
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
内
陸
に
転
居
し

た
り
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
在

を
理
由
に
営
農
を
本
格
再
開
す

る
の
を
た
め
ら
う
農
家
も
少
な

く
な
い
よ
う
だ
。

◎一般社団法人Ｒ
リ ル ー ツ

ｅＲｏｏｔｓ（宮城県仙台市若林区）

農地復旧支援から地域づくり支援へ
                               農村集落の課題に挑む

自主栽培農園「Ｒｅｒｏｏｔｓファーム」でのサツマイモ収穫の様子

ポイント

● 地域づくりを行うことで「むらおこし」と「生活再建」が復興の両輪に。
●「地産地消」は人と人、地域と地域をつなぐ鍵になる。

移動販売車「くるまぁと」のまわりはいつもにぎやか

秋田県 岩手県

山形県

太平洋

宮城県
仙台市
若林区

特集「畑に行こう！」笑顔と元気のタネをまく
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一般社団法人 Ｒ
リ ル ー ツ
ｅＲｏｏｔｓ

代表  広瀬 剛史
〒984-0033

宮城県仙台市若林区荒浜字今泉59 ‐３
「ＲｅＲｏｏｔｓ若林ボランティアハウス」
電話・ファクス：０２２‐７６２‐８２１１
ＵＲＬ http://reroots.nomaki.jp/

DATA

木

「ReRoots 若林ボランティアハウス」での移動販
売の準備作業

「過疎、高齢化が進む被災地の復興には、
　　　　　　　　　　 地元の力を引き出した地域づくりが必要」

一般社団法人Ｒ
リ ル ー ツ

ｅＲｏｏｔｓ

代表　広瀬 剛
つ よ し

史さん

広
瀬
さ
ん
は
、「
農
地
を
復

旧
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
地
域
の

復
興
や
被
災
者
の
持
続
的
な
生

活
再
建
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と

考
え
、
個
々
の
農
家
の
生
活
再

建
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
全

体
へ
と
取
り
組
み
の
範
囲
を
拡

大
さ
せ
た
。

「
こ
う
し
た
地
域
の
復
興
で

は
、
後
継
者
不
足
や
過
疎
化
の

状
況
を
踏
ま
え
た
、
地
元
の
力

を
引
き
出
す
地
域
お
こ
し
の
考

え
方
が
不
可
欠
。農
村
と
都
市
、

生
産
者
と
消
費
者
、
被
災
者
と

一
般
市
民
な
ど
が
交
流
す
る
場

を
つ
く
り
、
地
産
地
消
の
気
運

を
盛
り
上
げ
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
も
、
地
域
住
民
と

の
連
携
を
強
め
、
地
域
の
特
性

に
学
び
な
が
ら
、
住
民
の
力
を

引
き
出
す
媒
介
役
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
」

リ
ル
ー
ツ
の
事
業
は
、
大
き

く「
農
業
」「
販
売
」「
景
観
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
４
分
野
に
わ

け
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
農
業
」
は
、
主

に
一
般
市
民
向
け
や
借
り
上
げ

賃
貸
住
宅（
み
な
し
仮
設
住
宅
）

の
入
居
者
向
け
の
貸
し
農
園

と
、
リ
ル
ー
ツ
の
自
主
栽
培
農

園
「
Ｒ
ｅ
Ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
フ
ァ
ー

ム
」
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
遊
休
農
地
を
活
用
し
、

畑
仕
事
の
機
会
を
確
保
・
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
交
流
の
場

と
位
置
づ
け
、
現
地
で
収
穫
祭

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
く
。

み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者

向
け
の
農
園
は
、
高
齢
者
ら
の

「
土
い
じ
り
を
し
た
い
」
と
い

う
要
望
を
受
け
、
約
20
ア
ー
ル

の
畑
地
を
地
元
の
営
農
組
合
と

協
力
し
て
開
設
。
県
道
の
か
さ

上
げ
用
地
に
か
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
現
在
は
そ
の
役
割
を

終
え
て
い
る
。
一
般
市
民
向
け

の
農
園
は
、
運
営
を
継
続
中
。

こ
の
ほ
か
、
地
元
農
家
と
連

携
し
、
都
市
部
の
住
民
が
年
間

を
通
じ
て
稲
作
や
サ
ツ
マ
イ
モ

栽
培
な
ど
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
設
け
て
い
る
。
食
の
安

全
に
関
心
が
高
い
、
若
い
母
親

の
参
加
が
多
い
。
田
ん
ぼ
の
生

き
物
観
察
会
な
ど
親
子
で
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
好

評
を
博
し
て
い
る
。

移
動
販
売
で
も
交
流
創
出

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
と
協
力
し
、

被
災
し
て
現
在
は
使
わ
れ
て

い
な
い
地
区
内
の
小
学
校
に
生
い

茂
っ
た
雑
草
を
刈
り
取
る
環
境
美

化
活
動
の
ほ
か
、地
場
食
材
を

使
っ
た
芋
煮
会
や
バ
ー
ベ
キ
ュー
の

開
催
、
地
域
の
夏
祭
り
や
盆
踊

り
への
参
加
な
ど
を
行
って
い
る
。

今
年
８
月
か
ら
は
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
使
っ
た
野
菜
や
米
の

移
動
販
売
「
く
る
ま
ぁ
と
」
も

始
め
た
。
毎
週
土
曜
、
荒
井
東

復
興
公
営
住
宅
（
災
害
公
営
住

宅
）
に
ほ
ど
近
い
住
宅
街
の
空

き
地
で
店
を
開
く
。
商
品
は
当

日
朝
、
協
力
農
家
か
ら
集
荷
し

た
20
種
類
ほ
ど
の
新
鮮
野
菜
と

お
米
。
店
の
横
に
は
テ
ー
ブ
ル

や
イ
ス
が
置
か
れ
、
来
店
者
が

自
由
に
く
つ
ろ
げ
る
。

開
店
時
間
の
午
後
２
時
、
周

囲
の
住
宅
か
ら
主
婦
や
お
年
寄

り
の
ほ
か
、
遊
び
相
手
に
な
っ
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
目
当
て
に
子

ど
も
た
ち
も
集
ま
って
く
る
。

移
動
販
売
は
、「
人
と
人
、

農
村
と
市
街
地
を
結
ぶ
手
段
で

も
あ
り
ま
す
」
と
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
が
語
っ
て
く
れ
た
。
今
後

は
復
興
公
営
住
宅
の
敷
地
内
に

も
出
店
し
、
高
齢
者
の
買
い
も

の
支
援
や
、
入
居
者
と
地
域
の

交
流
促
進
に
役
立
て
る
。

約
70
人
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、

代
表
の
広
瀬
さ
ん
を
除
き
、
全

員
が
仙
台
市
内
の
大
学
に
通
う

学
生
。
大
学
や
専
攻
科
目
、
出

身
地
も
さ
ま
ざ
ま
な
若
者
た
ち

が
、
被
災
農
村
の
地
域
お
こ
し

で
団
結
し
て
い
る
。

広
瀬
さ
ん
は
、
今
後
の
活
動

目
標
と
し
て
、
地
域
住
民
と
の

連
携
・
協
働
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
や
、
被
災
地
見
学
と
防
災

教
育
、
農
業
体
験
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
新
し
い
農
村
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
立
ち
上
げ
、
農
業
後
継
人

材
の
育
成
と
就
農
希
望
者
の
受

け
皿
づ
く
り
な
ど
を
掲
げ
る
。

農
地
復
旧
支
援
か
ら
、農
村
の

再
生
へ
と
踏
み
出
し
た
リ
ル
ー
ツ
。

今
後
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

特集「畑に行こう！」笑顔と元気のタネをまく
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林農海支援事業まほろば企業組合
理事長：上野孝雄

〒029‐2203
岩手県陸前高田市竹駒町字滝の里 62-２

TEL/FAX　0192‐54‐3320
★耕作放棄地再生の主な活動地域は

大船渡市赤崎町字合足地区）

DATA

津
波
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
大

船
渡
市
の
集
落
で
、「
動
け
る
う

ち
は
畑
に
出
た
い
」
と
い
う
高
齢

者
の
願
い
に
応
え
る
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

企
業
な
ど
が
連
携
し
て
耕
作
放
棄

地
を
再
生
、
共
同
管
理
農
地
と
し

て
、
体
力
が
落
ち
て
農
作
業
を
あ

き
ら
め
て
い
た
高
齢
者
も
、
で
き

る
範
囲
で
畑
仕
事
に
参
加
し
て
も

ら
う
。
小
麦
を
は
じ
め
、
ネ
ギ
、

ト
マ
ト
と
い
っ
た
野
菜
類
を
栽
培

し
、
収
穫
物
を
使
っ
て
ご
当
地
メ

ニ
ュ
ー「
海
鮮
ピ
ザ
」も
開
発
中
だ
。

共
同
農
地
が
交
流
サ
ロ
ン

「
食
で
ま
ち
を
元
気
づ
け
て
い

き
た
い
」
と
語
る
の
は
、
こ
の
取

り
組
み
を
主
導
す
る
上
野
孝
雄
さ

ん
（
71
歳
）。

上
野
さ
ん
は
、
２
０
０
１
年
８

月
、
熟
年
世
代
の
経
験
や
知
識
と

地
域
の
農
林
水
産
資
源
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、

有
志
と
と
も
に
「
林
農
海
支
援
事

業
ま
ほ
ろ
ば
企
業
組
合
」
を
設
立

し
、
理
事
長
を
務
め
る
。

組
合
の
主
な
事
業
は
、
農
・
漁

業
者
の
支
援
、
山
仕
事
、
間
伐
、

草
刈
り
、
地
場
産
品
の
販
売
支
援

な
ど
。
耕
作
放
棄
地
の
再
生
、
活

用
は
、
上
野
さ
ん
の
生
ま
れ
故

郷
、
大
船
渡
市
赤
崎
町
字
合あ

っ
た
り足
地

区
で
、
農
業
者
支
援
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
。

合
足
地
区
は
、
24
世
帯
74
人
が

暮
ら
す
半
農
半
漁
の
集
落
。
８
割

以
上
の
住
宅
が
津
波
被
害
を
受
け

た
ほ
か
、
農
地
も
海
水
を
か
ぶ
っ

て
使
え
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
住
宅
再
建
や
農
地
復

旧
が
行
わ
れ
た
が
、
震
災
で
失
っ

た
農
機
の
購
入
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
う
え
、
農
業
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
も
あ
っ
て
、
耕

作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
少
し
で
も
食

い
止
め
よ
う
と
、
組
合
は
、
農
業

用
機
械
が
必
要
な
作
業
や
力
仕
事

を
、
農
地
所
有
者
に
代
わ
っ
て
行

う
こ
と
に
し
た
。

農
地
所
有
者
に
は
、
で
き
る
範

囲
で
栽
培
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
。

所
有
者
が
栽
培
し
な
い
場
合
は
、

共
同
管
理
農
地
と
し
て
、
地
域
の

高
齢
者
や
女
性
た
ち
が
、
空
い
た

時
間
を
使
っ
て
自
由
に
農
作
業
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
農
地

が
日
中
の
居
場
所
と
な
り
、
交
流

サ
ロ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

共
同
管
理
農
地
は
、
今
で
は
収

量
も
増
え
、
収
穫
物
を
販
売
用
に

出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
規
模
は
ま
だ
小
さ
く
と

も
、
い
く
ば
く
か
の
実
利
を
も
た

ら
す
「
集
落
の
仕
事
」
に
な
っ
て

昨シーズンの小麦収穫の様子

「動けるうちは畑に出たい」
耕作放棄地再生し、高齢者の願い叶える

ポイント
●高齢者が無理なく参加できる仕組みがあれば、畑は農村の青空サロンになる。

◎林農海支援事業まほろば企業組合（岩手県陸前高田市） ライター：元持幸子

特集「畑に行こう！」笑顔と元気のタネをまく

秋田県

宮城県

太平洋

山形県 岩手県
陸前高田市
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専門家に聞く地域づくりの
ヒント

淑徳大学大学院教授、青森県立保健大学大学院教授
（2014 年 3 月退官）などを経て、現在、NPO 法人
地 域福祉研究室 pipi 総 括責任者・理事長、農林水
産省の「食と農と福祉の連携のあり方に関する事業」
検討委員会座長。専門は地域福祉論で、『コミュニティ
ケアと社会福祉の地平』（相川書房）など著書多数。

前 青森県立保健大学 社会福祉学科　教授
NPO法人地域福祉研究室pipi 理事長

渡邉 洋一（わたなべ・よういち）さん

新しい『農』と『福祉』へ
の

道が見えてくる

　現在、農林水産省所管の『食と農と福祉の連携研究事業』
委員会座長を拝命しています。本特集のテーマとなって
いる、農作業による交流と支え合いに関し、委員会の検
討内容と関連づけてみたいと思います。前提条件として、
我が国の社会保障制度は構造的な課題を抱えており根本
的な改革課題があります。併せて、“農”においても大き
な課題があります。戦後の“福祉”と“農”制度は大き
な構造疲労のもとにあるといって過言ではありません。

交流、ふれあい、仕事と役割の創設
　今回の特集では、３件の東日本大震災の被災地での実
践報告がありました。その内容は、復興事業や活動とし
て“交流”“ふれあい”“仕事と役割の創設”を核として
実践されていて、興味深い内容となっています。たとえば、

「ソーシャルファーム」活動では“仕事”と“友”をキーワー
ドとして社会的孤立の防止活動に先駆的に実践している
報告でした。次は、農村集落の地域おこし支援から生活再
建と地産地消について広く活性化の重要性が理解できる
内容です。最後の実践では、耕作放棄地再生を共同農地
として、農村サロン活動が注目できて興味深い内容となっ
ています。

　全国の過疎高齢化が進む中山間集落は、既存の縦割り
既得権からの脱却（たとえば、脱農協・脱縦割り福祉など）
が求められていると考えています。被災地や過疎高齢の中
山間地域では、既存の“施設福祉”や“護送船団方式の農業”
では対応に限界がある状況にありそうです。今回の実践
報告の主体は新しい公共（NPO 法人・一般社団法人・協
同組合事業など）による事業体でした。コミュニティビ
ジネスやソーシャルファームとしての活動は、既存の社
会福祉法人や農協では担うことができない画期的な事業・
活動が期待できます。

新しい農と新しい福祉の“協働”
　視点を変えると“食”は、伝統食・食育・六次産業化など、
新しい事業の展開が期待することが可能であって、“食”
を核として、農林水産業の構造的な改革と “福祉”の包括
的活動との“協働”が、地域再生と高齢化対策のキーワー
ドになりそうです。これに併せて、補助に頼りがちな体
質からの脱却も不可欠だと言えます。
　今回の３件の実践報告では、若い次世代へのバトンタッ
チができる、新しい農と福祉に関する構造改革への道が
見えてくる内容となっています。

特集「畑に行こう！」笑顔と元気のタネをまく

い
る
。

上
野
さ
ん
は
、「
こ
の
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
に

は
、
日
常
の
な
か
で
食
と
職
が

し
っ
か
り
根
づ
い
て
い
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
。
一
次
産
業
が
暮

ら
し
を
支
え
て
い
く
地
域
に

は
、
安
心
感
と
底
力
が
生
ま
れ

る
」
と
訴
え
る
。

「
笑
顔
も
分
か
ち
合
お
う
」

土
地
を
提
供
し
た
81
歳
の
女

性
は
、
組
合
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
毎
日
の
よ
う
に
畑
仕
事
に

通
う
。「
こ
の
年
だ
か
ら
、
全

部
の
畑
に
手
を
か
け
た
り
、
畑

の
畝う

ね

づ
く
り
は
で
き
な
い
。
組

合
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
助

か
っ
て
る
よ
。
今
年
は
ピ
ー
マ

ン
を
出
荷
し
た
。
自
分
が
動
け

る
う
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
畑
に

出
た
い
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
た
。

活
動
を
知
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
企
業
が
集
落
を
訪

れ
、
支
援
と
協
力
の
輪
が
広

が
っ
て
き
た
。

そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
が
、
ご

当
地
メ
ニ
ュ
ー
・
海
鮮
ピ
ザ
の

開
発
で
、
現
在
、
県
や
岩
手
大

学
農
学
部
な
ど
の
協
力
も
得
て

進
め
て
い
る
。
収
穫
し
た
小
麦

で
つ
く
る
ピ
ザ
生
地
に
、
目
の

前
の
海
で
獲
れ
る
新
鮮
な
魚
介

類
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
構

想
。
試
作
品
の
調
理
に
は
、
地

元
の
高
校
生
に
も
参
加
し
て
も

ら
う
予
定
だ
。

上
野
さ
ん
は
今
後
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
や
食
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
う
自
然
学
校
の
開
設

や
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
希
望

者
の
受
け
皿
づ
く
り
に
も
取
り

組
み
た
い
と
し
て
い
る
。

組
合
事
業
の
根
底
に
は
、「
共

同
労
働
、
共
同
分
配
」
の
考
え

方
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

上
野
さ
ん
は
、「
楽
し
い
こ
と

や
笑
顔
も
、
み
ん
な
で
分
か
ち

合
え
る
」
と
語
る
。

組
合
の
名
称
「
ま
ほ
ろ
ば
」

に
は
、
住
み
よ
い
地
、
理
想
郷

と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
支
え

合
い
と
分
か
ち
合
い
の
心
が
あ

れ
ば
、
ま
ほ
ろ
ば
は
き
っ
と
実

現
で
き
る
。

上野孝雄さん
（林農海支援事業まほろば企業組合理事長）
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全
国
に
避
難
し
た
約
24
万
３
０
０
０
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る

広
域
避
難
者
を
支
え
合
う
情
報
紙
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
災
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

被
災
し
た
地
域
で
は
少
し
ず
つ
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の

一
方
、
全
国
47
都
道
府
県
、１
１
５
１
の

市
区
町
村
で
、い
ま
な
お
24
万
３
０
４
０

人
が
避
難
生
活
を
送
る
。
そ
の
う
ち
、

自
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人
の
数
は
、

福
島
県
か
ら
４
万
６
６
４
５
人
、
宮

城
県
か
ら
６
９
２
５
人
、岩
手
県
か
ら

１
４
５
１
人
で
あ
る
（
２
０
１
４
年
９
月

11
日
現
在
、
復
興
庁
発
表
）。

　

宮
城
県
が
２
０
１
４
年
２
月
に
公
表

し
た
県
外
避
難
者
へ
の
調
査
結
果
に
よ

れ
ば
、
回
答
し
た
世
帯
の
６
割
が
震
災

時
に
県
北
の
沿
岸
５
市
町
に
住
み
、
東

北
や
関
東
（
各
33
％
）
で
避
難
生
活
を

送
る
。
36
・
２
％
の
人
が
県
内
に
戻
る
か

避
難
先
に
定
住
す
る
か
を
決
め
て
お
ら

ず
、帰
郷
後
の
住
ま
い
や
生
活
資
金
を
心

配
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

避
難
者
と
支
援
者
が
交
流
し
て
手
を
つ
な
ぐ

た
め
の
媒
体
と
し
て
、
こ
の
情
報
紙
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

都道府県別の避難者等の数
           　   （2014 年9月11日現在、復興庁、単位：人）
北海道　         2,589

東北

　青森県　        594

　岩手県　  31,714

　宮城県　  77,836

　秋田県　    1,017

　山形県　    4,808

　福島県　  78,577

　新潟県　     4,222

関東　　　　 30,405

東海・北陸　  2,561

近畿　                 3,378

中国　                 1,992

四国　                    438

九州・沖縄　    2,909

合計　            243,040

　

２
０
１
４
年
10
月
24
日
、
宮
城
県
か

ら
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
へ
の
支

援
に
従
事
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た

研
修
交
流
会
を
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

し
た（
主
催
：
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）。
被
災
３
県
で

は
そ
れ
ぞ
れ
に
避
難
者
支
援
従
事
者
対

象
の
研
修・
交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
以
外
の
都
道
府
県
で
避
難

者
を
受
け
入
れ
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
従

事
者
に
は
機
会
が
な
く
、「
他
県
の
支
援

員
と
の
情
報
交
換
や
研
修
の
機
会
が
ほ

し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
だ
。

　

研
修
交
流
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
け
る
避
難
者
の
生
活
実
態
を
踏

ま
え
た
望
ま
し
い
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
宮
城
県

内
の
被
災
市
町
の
支
援
員
を
交
え
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
及
び
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
宮
城
県
の「
平
成
26
年
度
み
や
ぎ

復
興
支
援
助
成
金
」
を
活
用
し
、
参
加

者
の
旅
費
と
宿
泊
費
を
主
催
者
が
負

担
。
参
加
者
は
県
内
外
あ
わ
せ
て
13
人

と
い
う
少
人

数
で
は
あ
っ

た
が
、
休
憩

時
間
も
惜
し

ん
で
情
報
交

換
し
、
集
中

し
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に

あ
た
る
姿
は

印
象
的
だ
っ

た
。
後
半
の
情
報
交
換
の
時
間
に
は
、

復
興
庁
宮
城
復
興
局
も
駆
け
つ
け
、

関
西
と
宮
城
近
県
の
避
難
者
環
境
の

違
い
や
、
宮
城
県
内
の
み
な
し
仮
設
・

災
害
公
営
住
宅
の
近
況
な
ど
、
活
発

に
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
研
修

と
交
流
の
両
方
に
満
足
し
た
と
の
回
答

が
目
立
ち
、
次
回
開
催
を
望
む
声
も

あ
っ
た
。
今
回
の
研
修
交
流
会
で
の
出

会
い
が
、
具
体
的
な
帰
郷
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
構
築
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
う
。

県
外
避
難
者
支
援
従
事
者
の
た
め
の

研
修
交
流
会
を
開
催
！

14

◎
宮
城
県

宮城県

岩手県

福島県

山形県

秋田県

小

仙
台
市
太
白
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー 

３
階
大
会
議
室
に
て
（
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
長
町
５
ー
３
ー
２
）

第
１
部　

説
明
会
（
10
～
12
時
）
…
避
難
指
示
区
域
に
宅
地
・
建
物
を
所
有
す
る
方
対
象
。
今
後
の
生
活
再
建
に
関
わ
る
「
住
居

　
　
　
　

確
保
に
か
か
る
費
用
」
の
賠
償
内
容
を
中
心
に
説
明
し
ま
す
。

第
２
部　

個
別
相
談
（
13
～
16
時
）
…
自
主
避
難
を
含
む
、
原
発
事
故
で
損
害
を
受
け
た
方
全
員
が
対
象
。
弁
護
士
・
不
動
産

　
　
　
　

鑑
定
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
回
１
時
間
以
内
。

●
主
催
・
予
約
申
し
込
み
先
…
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
ダ
イ
ヤ
ル
…
０
１
２
０
ー
３
３
０
ー
５
４
０
（
９
～
17
時
、
土
日
祝
日
も
受
付
）

原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る
最
新
情
報
の
説
明
会 

＆ 

個
別
相
談
会
の
ご
案
内

２
０
１
５
年
１
月
10
日（
土
）　

参
加
無
料
・
要
予
約
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14

自
宅
再
建
か
公
営
住
宅
か

　
　
帰
郷
の
住
ま
い
に
関
心

　
　
　
　
　
神
戸
市
で
避
難
者
交
流
会

　

会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、神
戸
市
垂
水

区
を
拠
点
に
避
難
者
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

新に
い
は
ら原
」の
メ
ン
バ
ー
が
、ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
無
料
奉
仕
を
行
っ
た
。ま
た
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
ピ
ア
ノ
演
奏
も
披

露
。リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
演
出

に
一
役
買
っ
た
。

　

宮
城
県
か
ら
県
外
に
避
難
し
て
い
る

人
は
、10
月
11
日
時
点
の
ま
と
め
に
よ

る
と
８
０
２
０
人
。う
ち
関
西
地
方
は
、

大
阪
府
３
０
２
人
、兵
庫
県
２
２
６
人
、

京
都
府
１
４
１
人
、滋
賀
県
62
人
、奈
良

県
34
人
、和
歌
山
県
31
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

◎
宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
震
災
復
興
推
進
課

帰
郷
後
の
職
探
し
に
も
不
安

　

参
加
者
の
一
人
は
、「
普
段
の
生
活
で

は
宮
城
の
人
と
会
う
機
会
が
な
い
の

で
、来
て
良
か
っ
た
」と
喜
ぶ
。

　

帰
郷
を
希
望
し
て
い
る
が
、自
宅
を

再
建
す
る
か
、そ
れ
と
も
災
害
公
営
住

宅
に
入
居
す
る
か
と
い
っ
た
具
体
的
な

生
活
再
建
の
方
法
は
、ま
だ
決
め
て
い

な
い
。

　
「
自
宅
を
自
分
で
建
て
る
か
、災
害

公
営
住
宅
に
入
居
す
る
か
、迷
っ
て
い

ま
す
。帰
郷
し
た
あ
と
の
仕
事
探
し
に

も
不
安
が
あ
り
ま
す
」と
内
心
の
葛
藤

を
打
ち
明
け
る
。

　

別
の
参
加
者
は
、「
住
宅
再
建
の
方
法

に
つ
い
て
、少
し
で
も
情
報
を
得
よ
う

と
思
っ
て
来
ま
し
た
」と
語
り
、住
宅
金

融
支
援
機
構
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
融
資

に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。

　

宮
城
県
内
の
被
災
地
で
は
、防
災
集

団
移
転
や
区
画
整
理
事
業
、災
害
公
営

住
宅
の
建
設
・
入
居
な
ど
が
進
展
し
つ

つ
あ
る
。県
震
災
復
興
推
進
課
の
小
林

一
裕
課
長
は
、「
震
災
が
れ
き
の
処
理

は
す
で
に
完
了
し
、沿
岸
被
災
地
で
は

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
加
速
し
て
い
ま

す
。災
害
公
営
住
宅
の
整
備
も
今
後
１

～
２
年
で
大
き
く
進
む
見
通
し
で
、現

在
、入
居
に
向
け
た
申
し
込
み
手
続
き

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
」と
復
興
状

況
を
説
明
。そ
の
う
え
で
「
交
流
会
は
、

私
た
ち
が
避
難
者
の
生
の
声
を
聞
く
貴

重
な
機
会
。遠
慮
な
く
質
問
や
相
談
を

し
て
ほ
し
い
。参
加
者
同
士
で
も
情
報

交
換
を
す
る
な
ど
し
て
、有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か

け
た
。

「
引
き
続
き
避
難
者
を
支
援
」

　

村
井
嘉
浩
県
知
事
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
上
映
さ
れ
た
。こ
の
な
か
で

村
井
知
事
は
、「
早
く
故
郷
に
帰
り
た
い

と
い
う
皆
さ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、復
旧
復
興
に
全
力
を
尽
く

す
」と
の
決
意
を
表
明
。避
難
者
支
援
に

つ
い
て
も
「
避
難
先
自
治
体
と
も
連
携

し
、引
き
続
き
皆
さ
ん
の
帰
郷
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
く
」と
し
た
。

宮城県避難者交流会が兵庫県神戸市の「神戸市勤労会館」で
開かれた

神 戸 市 の 避 難 者 支 援 団 体 が ピ ア ノ 演 奏 を 披 露

月刊 地域支え合い情報　VOL.28　2014.12

　

宮
城
県
の
県
外
避
難
者
交
流
会
が
８
月
23
日
、兵
庫
県
神
戸
市
で
開
か
れ
た
。大
阪
府

や
京
都
府
、兵
庫
県
な
ど
関
西
地
方
で
暮
ら
す
避
難
者
を
は
じ
め
、支
援
に
あ
た
る
宮

城
・
兵
庫
両
県
の
職
員
、社
会
福
祉
協
議
会
や
支
援
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
計
約
20
人

が
参
加
し
た
。今
年
度
の
宮
城
県
に
よ
る
避
難
者
交
流
会
は
、７
月
５
日
の
東
京
会
場
に

続
い
て
今
回
が
２
か
所
目
。

木

宮城県

岩手県

福島県

山形県

秋田県
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え
て
い
る
人
も
お
り
、「
自
覚
症
状
が

な
く
、
四
国
内
で
の
支
援
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
す
め
な
が
ら
、
対

応
を
検
討
し
た
い
」
と
澤
上
さ
ん
は
話

す
。
宮
城
県
か
ら
の
避
難
者
の
な
か
に

は
、
就
労
支
援
に
関
す
る
自
治
体
へ
の

不
信
を
募
ら
せ
る
声
も
あ
っ
た
。
ニ
ー

ズ
調
査
結
果
を
、
自
治
体
の
保
健
師
や

民
生
委
員
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
働

き
か
け
も
始
め
て
い
る
。
四
国
を
リ
ー

ド
す
る
「
え
ひ
め
３
１
１
」
の
取
り
組

み
に
今
後
も
期
待
し
た
い
。

◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人
え
ひ
め
３
１
１
（
愛
媛
県
）

避
難
者
交
流
会
で

　
　
　
　

出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
発
足

　

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
一
つ
、
第
51

番
札
所
の
石い

し
て
じ

手
寺
が
主
催
し
た
避

難
者
交
流
会
で
出
会
っ
た
福
島
県

出
身
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

２
０
１
２
年
９
月
に
立
ち
上
が
っ
た

「
え
ひ
め
３
１
１
」。
他
団
体
が
主
催

す
る
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
と
は
異
な

り
、
お
寺
で
の
交
流
会
は
鎮
魂
の
場
。

気
持
ち
が
和
ら
ぎ
、
ゆ
っ
く
り
と
静

か
に
考
え
る
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で

き
て
、「
避
難
し
て
き
た
人
を
支
え

る
活
動
を
し
よ
う
、
と
前
向
き
に
な

れ
た
」
と
、
事
務
局
長
の
澤
上
幸
子

さ
ん
は
き
っ
か
け
を
話
す
。
愛
媛
県

か
ら
福
島
県
双
葉
町
に
嫁
ぎ
、
町
社

協
で
働
い
て
い
た
澤
上
さ
ん
は
、
愛

媛
の
こ
と
も
東
北
の
こ
と
も
わ
か
る

人
と
し
て
、
交
流
会
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
。
住
む

場
所
や
生
活
物
資
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
担
っ
て
い
る
う
ち
に
仲
間
が
集

ま
り
、
団
体
発
足
に
結
び
つ
い
た
。

四
国
を
面
で
と
ら
え
て
支
援

　

愛
媛
県
に
は
２
０
０
人
余
り
の
避

難
者
が
お
り
、
半
数
が
福
島
県
出
身

で
、
残
り
は
茨
城
県
、
岩
手
県
、
宮
城

県
な
ど
か
ら
の
避
難
者
だ
。「
え
ひ
め

３
１
１
」
で
は
、
愛
媛
県
内
の
避
難
者

や
移
住
者
向
け
の
交
流
会
・
里
帰
り
支

援
、
訪
問
活
動
、
避
難
・
移
住
の
相
談

な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
被
災
地
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
や
、
防
災
・
減

災
に
向
け
て
自
身
の
体
験
を
語
り
伝
え

る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

な
か
で
も
今
年
度
は
、
愛
媛
県
の
み

な
ら
ず
四
国
４
県
を
面
に
と
ら
え
て
、

避
難
し
て
き
た
人
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

と
、
避
難
者
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
。

避
難
者
の
ニ
ー
ズ
調
査

　

ニ
ー
ズ
調
査
は
、
愛
媛
県
で
心
の
ケ

ア
に
取
り
組
む
特
定
非
営
利
活
動
法
人

こ
こ
ろ
塾
と
と
も
に
、
２
０
１
４
年
６

～
７
月
に
実
施
。
四
国
に
避
難
し
て
き

た
２
８
６
世
帯
に
調
査
票
を
送
り
、
64

世
帯
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
収
率
24
・

４
％
）。
こ
の
う
ち
、
原
発
の
強
制
避

難
地
域
か
ら
の
避
難
者
は
13
世
帯
、
地

震
被
害
に
よ
る
避
難
者
は
25
世
帯
、
自

主
避
難
と
申
告
し
た
避
難
者
は
31
世
帯

で
あ
る
（
被
災
証
明
が
交
付
さ
れ
て
い

て
も
、
自
主
避
難
者
と
し
て
生
活
し
て

い
る
人
が
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
必

要
と
す
る
支
援
を
尋
ね
る
設
問
に
は
、

「
住
居
」「
情
報
提
供
」
と
の
回
答
が
最

多
（
と
も
に
40
・
６
％
）。
母
子
避
難

世
帯
に
限
る
と
「
子
ど
も
に
関
す
る
支

援
」
を
求
め
る
声
が
高
い
（
16
世
帯
中

12
世
帯
）。
ま
た
、支
援
団
体
に
は
「
健

康
診
断
」
の
実
施
や
「
支
援
物
資
の
提

供
」
を
望
む
一
方
、
専
門
家
・
行
政
に

は
「
住
居
」
の
支
援
を
求
め
る
回
答
が

多
い
。
こ
の
調
査
で
は
同
時
に
「
心
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
も
実
施
し
て
お
り
、

戸
別
訪
問
を
希
望
す
る
人
は
チ
ェ
ッ
ク

点
数
が
高
く
、
心
の
健
康
状
態
が
悪
い

こ
と
も
わ
か
っ
た
。
一
方
で
、
点
数
が

高
い
の
に
「
支
援
は
必
要
な
い
」
と
答

当
事
者
が
当
事
者
を
支
え
る

　
　
　
　

活
動
、
四
国
４
県
へ

理事長の渡辺寛志さん（左）と、事務局長の澤上
幸子さん

避難元・避難先での手づくり品も販売中

特定非営利活動法人えひめ３１１
〒790-0871
愛媛県松山市東一万町２
第３森ビル１階協働オフィス
TEL&FAX 089-947-2750

（平日 10～ 15時）

http://ehime311.official .jp/

DATA

URL

小

愛媛県 徳島県

香川県

高知県
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も
り
お
か
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
（
岩

手
県
盛
岡
市
）
は
、
岩
手
県
沿
岸
部
を

は
じ
め
、
宮
城
・
福
島
両
県
か
ら
盛
岡

市
内
に
避
難
し
て
き
た
震
災
被
災
者
の

生
活
支
援
を
行
って
い
る
。
市
内
に
仮
設

住
宅
は
な
く
、
避
難
者
は
借
り
上
げ
賃

貸
住
宅
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）
に
暮
ら

す
。
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
住
宅
と
比
べ
住
環

境
は
良
い
も
の
の
、
支
援
の
手
が
及
び
に

く
く
孤
立
し
や
す
い
難
点
が
あ
る
。

避
難
者
の
４
割
が
60
歳
以
上

　

セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
各
所
に
点
在
す

る
避
難
者
を
、
戸
別
訪
問
や
各
種
相
談

の
受
け
付
け
、
生
活
・
復
興
情
報
の
提

供
、
サ
ロ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
活
動
な
ど
で

き
め
細
か
く
支
援
し
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
７
月
に
旧
農
林
中
金

盛
岡
支
店
ビ
ル
（
現
盛
岡
市
役
所
内

丸
分
庁
舎
）
に
開
設
さ
れ
、
以
降
今

年
８
月
末
ま
で
の
来
館
者
数
は
延
べ

６
万
人
を
超
え
た
。
相
談
の
受
け
付

け
は
２
５
０
０
件
以
上
、
戸
別
訪
問
は

１
万
１
０
０
０
回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
。

　

運
営
を
担
う
の
は
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
「
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支

援
チ
ー
ム 

一
般
社
団
法
人 
Ｓセ

ー

ブ

Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｉイ

ワ

テ

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」。
ス
タ
ッ
フ
は
15
人
で
、

こ
の
う
ち
生
活
支
援
相
談
員
は
12
人
。

戸
別
訪
問
チ
ー
ム
と
相
談
・
サ
ロ
ン
運

営
チ
ー
ム
に
各
６
人
が
配
属
さ
れ
て
い

る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
今

年
10
月
末
時
点
の
市
内
の
避
難
者
は
、

６
６
１
世
帯
１
３
２
６
人
。
出
身
県
別

に
見
る
と
岩
手
５
６
８
世
帯
、
宮
城
40

世
帯
、
福
島
53
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

年
代
別
で
は
、
60
歳
以
上
が
全
体
の
約

４
割
を
占
め
る
。
高
齢
者
が
、
医
療
・

福
祉
の
充
実
し
た
県
庁
所
在
地
を
避
難

先
に
選
ぶ
傾
向
が
強
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

生
活
支
援
相
談
員
の
戸
別
訪
問
で

は
、生
活
実
態
を
聞
き
取
っ
た
う
え
で
、

必
要
に
応
じ
て
行
政
や
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
地
域
の
民
生
・
児
童
委
員
、
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
つ
な
ぐ
。
心

理
的
に
不
安
定
な
人
に
対
し
て
は
、
傾

聴
も
行
う
。
複
合
的
な
生
活
課
題
を
抱

え
る
場
合
は
、
県
や
市
の
福
祉
部
局
な

ど
と
も
連
携
し
て
対
応
す
る
。
訪
問
頻

度
は
、
生
活
課
題
の
軽
重
に
応
じ
て
２

週
間
に
１
回
程
度
、
月
１
回
程
度
、
３

か
月
に
１
回
程
度
、
訪
問
不
要
の
４
段

階
に
分
け
て
い
る
。

自
立
へ
の
意
欲
引
き
出
す
支
援
を

　

ひ
き
こ
も
り
や
孤
立
を
防
止
す
る
た

め
の
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
、
イ
ベ
ン
ト

活
動
は
、定
番
の
「
お
茶
っ
こ
飲
み
会
」

盛
岡
市
内
に
点
在
す
る

避
難
者
に
き
め
細
か
な
支
援

か
ら
手
芸
、写
真
、カ
ラ
オ
ケ
、折
り
紙
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ま
で
実
に
多
彩
。
男

性
が
集
ま
る
囲
碁
サ
ー
ク
ル
、
小
中
学

生
向
け
の
学
習
サ
ロ
ン
も
あ
る
。
大
半

は
セ
ン
タ
ー
主
催
だ
が
、
地
域
の
サ
ー

ク
ル
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
他
団

体
が
開
く
も
の
や
、
避
難
者
の
自
主
運

営
に
切
り
替
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。

　

避
難
者
の
状
況
に
つ
い
て
、
副
セ
ン

タ
ー
長
の
細
田
玲あ

き
らさ
ん
は
、「
生
活
再

建
の
進
み
具
合
に
格
差
が
生
じ
て
き

た
。出
身
地
に
戻
る
か
ど
う
か
も
含
め
、

再
建
方
法
を
決
め
ら
れ
ず
、
取
り
残
さ

れ
る
人
が
出
か
ね
な
い
。
被
災
者
向
け

の
支
援
事
業
は
い
つ
か
終
わ
る
。
生
活

困
窮
に
陥
る
人
も
現
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
懸
念
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
従

来
の
支
援
内
容
を
し
っ
か
り
検
証
し
、

自
立
へ
の
意
欲
を
高
め
る
支
援
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
た
。
一
般
の
生
活
困
窮
者

の
自
立
支
援
の
あ
り
方
を
探
る
う
え
で

も
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
は
注

目
し
て
い
き
た
い
。

◎
も
り
お
か
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

月刊 地域支え合い情報　VOL.28　2014.12

もりおか復興支援センター
〒020-0023
岩手県盛岡市内丸3-46

（盛岡市役所内丸分庁舎）
月曜休館
電話　019-654-3521
FAX　019-654-3524

DATA

http://morioka-fukkou.com/

URL

センター主催のサロンのひとつ「囲碁サークル」。
男性が気軽に集まれる場になっている

もりおか復興支援センターが入居する盛岡市役
所内丸分庁舎。サロンやイベントのためのスペー
スもある

木

宮城県
山形県

秋田県

青森県

岩手県
盛岡市
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閖
ゆ り あ げ

上あみ～ず
宮城県名取市美田園 7 丁目 17-3

　地球のステージ 2F
活動時間：毎週火曜・木曜 13:00～15:00

TEL：022-738-9220
FAX：022-383-8330

DATA

場
の
力

閖
上
あ
み
～
ず

宮
城
県
名
取
市

笑顔がいっぱいのメンバーたち

　
「
い
つ
の
日
か
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
同
じ
想
い
で
虹
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
を
込

め
て
編
ん
だ
虹
色
の
た
わ
し
。

震
災
後
は
虹
を
美
し
い
と
思
う

心
の
余
裕
が
な
か
っ
た
。
心
の

中
を
語
り
合
い
、
郎
ら
か
な
気

持
ち
を
つ
く
り
出
す
場
所
が
そ

こ
に
は
あ
る
。

手
芸
教
室
「
閖ゆ
り
あ
げ上

あ
み
～
ず
」
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
名
取
市
閖

上
地
区
の
住
民
が
、
思
い
思
い
に
手
芸

や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
な
ど
自
由
な

雰
囲
気
の
な
か
で
活
動
し
て
い
る
。

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
事
業
の
中
で
出

た
、「
閖
上
の
人
が
集
ま
れ
る
場
が
欲
し

い
」
と
い
う
声
を
基
に
、
2
0
1
1
年

9
月
、
手
芸
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
が
心

を
整
理
し
、
お
互
い
の
気
持
ち
を
共
有

す
る
場
と
し
て
始
ま
っ
た
。

ま
と
め
役
の
千
葉
眞
弓
さ
ん
は
、
震

災
後
、
閖
上
の
人
に
会
え
る
と
い
う
う

れ
し
さ
か
ら
、
講
師
役
を
引
き
受
け
た
。

作
品
を
見
た
人
か
ら
の
「
使
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
同
年
12
月

に
販
売
部
門
を
立
ち
上
げ
、
ア
ク
リ
ル

た
わ
し
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
販
売
も

行
っ
て
い
る
。
ど
れ
も
閖
上
の
街
に
架

か
る
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
で
、
復

興
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
津
波
で
た
く
さ
ん
の
大
切

な
も
の
を
失
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の

命
と
、
こ
の
手
と
、
知
恵
が
あ
る
、
そ

し
て
仲
間
が
い
る
か
ら
、
ま
た
つ
く
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
」
と
い
う

千
葉
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
、
閖
上
あ

み
～
ず
の
活
動
が
地
域
の
人
た
ち
の
絆

を
再
び
編
み
直
し
て
い
る
。

全国のお客様

からの声が、私たち

の励みです。

時には集中して作業に取り組む 虹がモチーフのアクリルたわし

11

三

福島県
いわき市

秋田県

太平洋

岩手県

山形県

福島県

宮城県
名取市

ゆったり活動中
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福
島
県
楢
葉
町

原
発
事
故
に
伴
い
、
３
年
以

上
に
わ
た
っ
て
全
町
避
難
が
続

く
福
島
県
楢
葉
町
。
町
民
の
避

難
生
活
も
徐
々
に
落
ち
着
い
た

も
の
に
な
っ
て
き
た
が
、
一
方

で
、
心
身
の
不
調
を
訴
え
る
人

が
増
え
て
い
る
。

町
住
民
福
祉
課
の
玉
根
幸
恵

保
健
衛
生
係
長
は
、「
避
難
生

活
の
長
期
化
と
生
活
習
慣
や
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
肥
満
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
、
生
活
不

活
発
病
の
発
症
や
重
症
化
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
眠
や

う
つ
病
、
認
知
症
も
増
加
傾
向

で
、
心
身
ケ
ア
の
必
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
も
急

増
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
度

末
時
点
の
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
数
は
４
２
３
人
で
、
09
年

度
末
時
点
の
２
８
７
人
と
比
べ

１
３
６
人
増
え
た
。
４
年
間
で

５
割
近
い
増
加
だ
。

特
に
、
震
災
が
あ
っ
た
年
の

要
介
護
認
定
の
新
規
申
請
数
が

進
む
一
方
、
個
人
や
集
落
レ
ベ

ル
で
は
、
生
活
再
建
の
道
の
り

は
、
今
後
一
層
困
難
な
も
の
に

な
り
か
ね
な
い
。

町
は
、
帰
町
を
当
面
見
合
わ

せ
る
人
の
生
活
支
援
を
継
続
し

な
が
ら
、
帰
町
者
に
照
準
を
合

わ
せ
た
支
援
策
を
ま
と
め
、
体

制
づ
く
り
を
行
う
構
え
だ
。

「
帰
町
後
に
何
が
課
題
に
な

る
か
、
ど
ん
な
ニ
ー
ズ
が
出
る

か
、
状
況
を
よ
く
見
て
対
応
し

て
い
き
た
い
」（
玉
根
係
長
）

現
在
、
避
難
者
支
援
は
、
住

民
福
祉
課
や
生
活
支
援
課
な
ど

役
場
関
係
各
課
と
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
町
社
協
が
運
営
）、

町
社
協
所
属
の
生
活
支
援
相
談

員
、
町
振
興
公
社
所
属
の
仮
設

住
宅
連
絡
員
、
民
生
・
児
童
委

員
ら
が
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。
毎
月
２
回
の「
ケ
ア
会
議
」

で
情
報
を
共
有
し
、
生
活
課
題

を
抱
え
た
人
へ
の
対
処
方
針
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

心
身
の
ケ
ア
が
必
要
な
人
に

な
い
」
が
35
％
だ
っ
た
。
過
去

５
回
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、

戻
る
意
思
を
示
す
人
が
時
間
の

経
過
と
と
も
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
若
い
世
代
ほ
ど
帰
還
を

あ
き
ら
め
る
傾
向
が
強
い
こ
と

も
う
か
が
え
る
。

帰
町
後
の
状
況
に
つ
い
て
、

「
高
齢
者
が
地
域
に
点
在
す
る

状
況
に
な
る
」
と
心
配
す
る
声

は
多
い
。
ま
た
、
帰
町
す
る
か

ど
う
か
な
ど
生
活
再
建
の
方
向

を
決
め
ら
れ
ず
、
仮
設
住
宅
な

ど
に
取
り
残
さ
れ
る
人
が
出
る

懸
念
も
あ
る
。　

帰
町
開
始
に
向
け
て
、
町
内

の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
が

通
常
の
倍
以
上
、
２
４
４
件
に

上
り
、
こ
の
と
き
要
支
援
１
、

２
な
ど
の
認
定
を
受
け
た
人

が
、
現
在
、
よ
り
介
護
度
の
高

い
段
階
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

「
震
災
前
は
多
世
代
同
居
の

家
族
介
護
が
成
り
立
っ
て
い
た

が
、
避
難
で
世
帯
分
離
が
進

み
、
サ
ー
ビ
ス
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
介
護
予
防
に

役
立
っ
て
い
た
日
常
の
畑
仕
事

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
も
大

き
い
。
避
難
生
活
に
生
き
が
い

を
見
出
せ
ず
、
体
を
動
か
す
機

会
が
減
り
、
心
身
の
機
能
低
下

を
招
い
て
い
る
」（
玉
根
係
長
）

避
難
者
・
帰
町
者
双
方
に
対
応

健
康
問
題
に
加
え
、
町
へ
の

帰
還
が
始
ま
れ
ば
、
戻
る
人
・

戻
ら
な
い
人
の
分
化
が
生
じ
そ

う
だ
。
今
年
１
月
の
世
帯
主
を

対
象
と
し
た
帰
町
に
関
す
る
住

民
意
向
調
査
で
は
、「
戻
り
た

い
」
が
40
％
、「
戻
ら
な
い
」

は
24
％
で
、「
今
は
判
断
で
き

は
、
町
の
保
健
師
や
看
護
師
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専

門
職
ら
が
主
に
対
応
す
る
。

仮
設
住
宅
連
絡
員
（
以
下
、

連
絡
員
）
は
18
人
お
り
、
い
わ

き
市
内
の
仮
設
住
宅
団
地
13
か

所
を
対
象
に
、
住
民
の
安
否
確

認
や
集
会
所
・
談
話
室
の
管
理

を
担
う
。

生
活
支
援
相
談
員
（
以
下
、

支
援
員
）
は
６
人
。
う
ち
４
人

は
、
い
わ
き
市
を
中
心
と
し
た

県
内
の
み
な
し
仮
設
住
宅
に
暮

ら
す
高
齢
者
や
独
居
者
、
生
活

課
題
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
の

戸
別
訪
問
を
行
う
。
必
要
に
応

じ
て
、保
健
師
・
看
護
師
、民
生
・

児
童
委
員
と
も
連
携
す
る
。
ま

た
、
い
わ
き
市
内
２
か
所
で
の

サ
ロ
ン
運
営
も
担
当
。
サ
ロ
ン

は
、
避
難
者
だ
け
で
な
く
一
般

住
民
も
参
加
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

残
り
２
人
は
、
会
津
美
里
町

の
仮
設
住
宅
で
の
戸
別
訪
問
や

生
活
相
談
、
サ
ロ
ン
運
営
な
ど

に
従
事
し
て
い
る
。

まちの仕組み
福島県楢葉町

27

帰
町
開
始
も
視
野
に

　
　
　
　
　
生
活
支
援
体
制
を
強
化
へ

楢葉町が主導するサロンのひとつ「もろもろ
塾」。そば打ち、わら細工など男性が参加しや
すい内容だ

山形県

新潟県

栃木県
茨城県

宮城県

太平洋

福島県
楢葉町
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楢葉町社会福祉協議会の「サポートセンター空の家」
での児童館事業（学童保育）の様子

を
目
指
す
。
ま
た
、
仮
設
住
宅

の
集
会
所
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
や
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
町
内
へ
の
移

行
支
援
に
も
取
り
組
む
予
定
と

い
う
。
常
勤
職
員
は
４
人
で
、

う
ち
３
人
が
県
の
「
復
興
支
援

員
」
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

生
活
環
境
整
備
で
は
、
今
年

７
月
、
国
道
６
号
沿
い
の
町
役

場
敷
地
内
に
仮
設
の
「
こ
こ
な

ら
商
店
街
」
が
オ
ー
プ
ン
。
食

堂
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
３
店
が
営

業
し
、
一
定
の
商
業
機
能
を
回

復
さ
せ
た
。
商
店
街
は
16
年
度

中
の
本
設
化
を
目
指
す
。
介
護

老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
復
旧
工
事
は
完
了
、

県
の
仮
設
診
療
所
も
15
年
度
中

に
開
設
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、

商
業
と
い
っ
た
生
活
基
盤
が
復

活
す
る
だ
け
で
な
く
、
震
災
後

に
生
ま
れ
た
行
政
と
社
協
の
密

接
な
連
携
、
支
援
員
制
度
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
介
護
保
険

外
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
っ

た
「
財
産
」
が
継
承
さ
れ
、
発

展
し
て
い
く
こ
と
に
も
期
待
し

た
い
。
そ
れ
が
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
大
き
く

寄
与
す
る
だ
ろ
う
。
木

支
援
員
は
来
年
度
、
25
人
前

後
ま
で
増
員
さ
れ
る
予
定
だ
。

人
数
を
現
在
よ
り
大
幅
に
増
や

し
、
今
後
さ
ら
に
多
様
化
・
複

雑
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
生
活

支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

方
針
。

町
社
協
が
多
面
的
な
役
割
担
う

町
社
協
は
、
介
護
予
防
や
子

育
て
支
援
な
ど
を
目
的
と
し
た

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も

行
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
、

い
わ
き
市
２
か
所
、
会
津
美
里

町
１
か
所
の
計
３
か
所
。ま
た
、

介
護
保
険
外
の
高
齢
者
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
施
設
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
型
仮
設
住
宅
）
も
同
市

町
に
各
１
か
所
設
置
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
型
仮
設
住

宅
は
、
宿
泊
定
員
９
人
。
病
院

か
ら
仮
設
住
宅
に
戻
る
際
の
在

宅
復
帰
準
備
や
、
介
護
家
族
が

家
を
留
守
に
す
る
際
な
ど
に
利

用
で
き
る
。
障
害
者
用
も
共
生

型
が
１
か
所
、
同
市
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
希

望
の
杜
福
祉
会
が
運
営
し
て
い

る
。町

社
協
は
、
帰
町
開
始
後
、

現
在
の
避
難
先
で
の
支
援
体
制

を
維
持
し
つ
つ
、
町
内
に
保
有

す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
「
や

ま
ゆ
り
荘
」
を
再
開
し
、
帰
町

者
支
援
の
拠
点
と
す
る
。

帰
町
開
始
後
の
生
活
支
援
に

関
し
て
は
、
今
年
６
月
に
設
立

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
一

般
社
団
法
人
な
ら
は
み
ら
い
」

も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

主
な
事
業
項
目
は
、
生
活
支

援
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
外
部

の
ま
ち
づ
く
り
支
援
者
の
受
け

皿
づ
く
り
と
そ
の
運
営
な
ど
。

こ
の
う
ち
生
活
支
援
は
、

体
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
向

け
の
家
屋
の
清
掃
や
庭
の
除

草
・
樹
木
剪
定
、
買
い
も
の

や
日
常
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
雑
事
の
代
行
な
ど
を
想

定
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
の
構
築
や
、
商
工
業
者
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
現

原
発
事
故
に
伴
い
町
の

面
積
の
約
８
割
が
「
避
難

指
示
解
除
準
備
区
域
」
と

な
り
、
全
町
避
難
が
行
わ

れ
て
い
る
。
町
は
、
帰
町

開
始
時
期
を
２
０
１
５
年

春
以
降
と
し
、
避
難
指
示

解
除
に
向
け
国
と
の
協
議

や
、
町
内
の
生
活
関
連
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
震
災
の
直
接
的
被

害
は
、
津
波
に
よ
る
住
宅

の
流
失
・
浸
水
１
２
５
戸
、

死
者
・
行
方
不
明
者
13
人

な
ど
。

町
役
場
は
、
町
民
向
け

の
仮
設
住
宅
が
あ
る
い
わ

き
市
と
会
津
美
里
町
に
出

張
所
が
置
か
れ
て
い
る
。

町
内
の
本
庁
舎
で
は
、
今

年
６
月
に
「
帰
町
準
備
室
」

が
業
務
を
開
始
し
た
。

町
の
人
口
・
世
帯
数
は
、

９
月
末
時
点
で
７
４
７
４

人
２
７
１
８
世
帯
。
高

齢
化
率
28
・
８
％
。
住

民
の
約
７
割
に
当
た
る

５
２
１
０
人
２
２
８
５
世

帯
は
、
同
町
に
接
す
る
い

わ
き
市
内
に
避
難
中
。
町

民
向
け
仮
設
住
宅
は
、
同

市
内
に
13
か
所
１
１
６
２

戸
（
入
居
１
１
２
３
戸

２
４
１
２
人
）、
会
津
美
里

町
に
１
か
所
２
５
０
戸
（
入

居
１
４
６
戸
２
０
０
人
）

で
計
１
４
１
２
戸
（
入
居

１
２
６
９
戸
２
６
１
２
人

※
10
月
24
日
時
点
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
型
仮
設
住
宅
を

除
く
）。
高
齢
・
障
害
者
ら

の
優
先
入
居
が
行
わ
れ
、

入
居
者
の
５
割
近
く
が

60
歳
代
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
逆
に
借
り
上
げ
賃
貸

住
宅
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）

は
、
若
い
世
代
が
多
い
。

県
内
で
は
１
３
５
４
戸
に

３
１
２
５
人
が
入
居
（
※

10
月
30
日
時
点
）。

震
災
で
家
を
失
っ
た
住

民
向
け
に
整
備
す
る
災
害

公
営
住
宅
は
、
町
内
に
最

大
１
６
７
戸
。
す
べ
て
戸

建
て
で
、
一
部
は
15
年
度

中
の
完
成
を
見
込
む
。

福
島
県
楢
葉
町

ま
ち
デ
ー
タ
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まじわる！

災害公営住宅

第 回5

太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市
若林区

町内会結成後初の交流イベント
見守りやサロンの準備も着々

荒井東市営住宅（宮城県仙台市若林区）

今
年
９
月
に
「
荒
井
東
町

内
会
」
が
発
足
し
た
荒
井
東
市

営
住
宅
（
＝
復
興
公
営
住
宅
、

仙
台
市
若
林
区
）
で
10
月
11

日
、
町
内
会
発
足
後
初
め
て
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
入

居
者
や
周
辺
地
域
の
住
民
な
ど

１
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し
た
。

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
地
元
の
郷
土
芸
能
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
や
す
ず

め
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
甘
酒

な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、
会
場
と

な
っ
た
同
住
宅
敷
地
は
、
お
祭

り
ム
ー
ド
で
盛
り
上
が
っ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
町
内
会

長
の
大
橋
公
雄
さ
ん
（
71
歳
）

は
、「
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
住
民
同
士
が
知
り
合

い
、
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

周
辺
の
町
内
会
と
も
協
力
し
な

が
ら
、
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

主
催
は
若
林
区
、
若
林
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
仙
台
ひ
と
・

ま
ち
交
流
財
団
（
七
郷
市
民
セ

ン
タ
ー
）
で
、
同
町
内
会
や
荒

井
東
地
区
を
包
含
す
る
七
郷
地

区
の
連
合
町
内
会
、
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
区
民
生
・
児

童
委
員
協
議
会
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
協
力
し
た
。

同
住
宅
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
11
階
建
て
の
第
１
期

１
９
７
戸
と
、
同
第
２
期

１
０
１
戸
で
構
成
。２
号
棟
は
、

来
年
４
月
以
降
の
入
居
開
始
を

目
指
し
建
設
が
進
む
。

１
号
棟
は
、
今
年
４
月
に
入

居
が
始
ま
り
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
時
点
で
１
６
６
戸
が
契
約
済

み
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い

る
世
帯
が
、約
４
割
を
占
め
る
。

住
民
に
高
齢
者
が
多
い
こ
と

を
踏
ま
え
、
町
内
会
は
今
後
、

民
生
・
児
童
委
員
と
連
携
し
て

高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
見
守
り

や
サ
ロ
ン
活
動
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。
町
内
会
福
祉
部
長

の
中
條
貞
子
さ
ん
は
、「
ま
ず

は
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る

方
々
を
戸
別
訪
問
し
、
私
た
ち

の
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
定
期
的
な
見
守

り
や
声
が
け
、
集
会
所
を
活
用

し
た
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。
私
自
身
も
い
ず
れ

は
見
守
り
な
ど
を
さ
れ
る
側
に

な
り
ま
す
か
ら
、
住
民
同
士
の

支
え
合
い
を
し
っ
か
り
根
づ
か

せ
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

２
号
棟
が
完
成
す
れ
ば
、
そ

の
入
居
者
も
同
町
内
会
に
加

入
、
規
模
は
１
・
５
倍
に
な
る
。

そ
う
し
た
状
況
も
見
据
え
つ

つ
、
住
民
活
動
の
基
盤
づ
く
り

が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
木

2014 年 4 月に入居が始まった荒井東市営住宅（11 階建て 197 戸：第１期分）

地元の郷土芸能グループが、すずめ踊りを披露

住民による記念植樹が行われた

12月刊 地域支え合い情報　VOL.28　2014.12
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12

太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市

宮城野区

10
月
1
日
に
町
内
会
が
発
足

し
た
田
子
西
市
営
住
宅
（
＝
復

興
公
営
住
宅
、
仙
台
市
宮
城
野

区
）
で
、
町
内
会
発
足
に
先
立

つ
9
月
27
日
、
入
居
者
同
士

が
親
ぼ
く
を
深
め
合
う
「
お

茶
っ
こ
サ
ロ
ン
」が
開
か
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
同
住
宅
集
会

所
に
は
、
入
居
者
が
次
々
と
訪

れ
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
た

ほ
か
、
地
元
体
操
サ
ー
ク
ル
の

リ
ー
ド
で
軽
体
操
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
に
生
活
や
健
康
上
の
困
り
ご

と
を
相
談
し
た
り
、
地
域
の
生

活
情
報
を
聞
く
な
ど
し
た
。

サ
ロ
ン
を
開
い
た
の
は
、
地

元
の
町
内
会
や
小
中
学
校
、
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
区
民

生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
宮
城

野
区
役
所
な
ど
で
構
成
す
る

「
田
子
西
復
興
公
営
住
宅
支
援

者
の
会
」（
事
務
局
：
宮
城
野

区
社
会
福
祉
協
議
会
）。
同
会

は
こ
れ
ま
で
も
、
他
団
体
へ
の

協
力
も
含
め
、
同
住
宅
で
「
ス

イ
カ
ま
つ
り
」
や
「
信
州
そ
ば

交
流
会
」「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
い
っ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開

き
、
住
民
同
士
の
融
和
を
図
っ

て
き
た
。
今
回
は
、
入
居
者
が

膝
を
交
え
て
じ
っ
く
り
会
話
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
サ
ロ
ン
形

式
と
し
た
。
同
会
の
ほ
か
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
東
北
教
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
運
営

に
協
力
し
た
。

支
援
者
の
会
代
表
で
、
田
子

地
区
も
包
含
す
る
高
砂
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
会
長
を
務
め

る
牛
坂
勝
さ
ん
は
、「
町
内
会

の
設
立
を
目
標
に
支
援
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り

早
く
設
立
に
メ
ド
が
つ
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
町
内
会
の
活
動

状
況
を
見
守
り
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
そ
の
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

「
田
子
西
町
内
会
」
会
長
に

選
ば
れ
た
川
名
清
さ
ん
（
65

歳
）
は
、「
私
た
ち
の
市
営
住

宅
に
は
65
歳
以
上
の
入
居
者
が

１
０
０
人
以
上
お
り
、
な
か
に

は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
も
い
ま

す
。
孤
立
や
孤
独
死
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
生
・
児
童
委
員
ら
と

連
携
し
、
町
内
会
と
し
て
で
き

る
範
囲
で
見
守
り
な
ど
を
行
い

た
い
」
と
意
欲
を
示
す
。

田
子
西
市
営
住
宅
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
～
５
階
建

て
の
４
棟
１
７
６
戸
。
今
年
４
月

に
入
居
が
始
ま
り
、
今
回
の
サ

ロ
ン
当
日
時
点
で
１
６
７
世
帯

３
９
３
人
が
暮
ら
す
。木

お茶飲み会で入居者交流
町内会発足を控え

田子西市営住宅（宮城県仙台市宮城野区）

集会所で「お茶っこサロン」が開かれ住民同士親ぼくを深め合った
サロンの会場となった集会所

お茶飲みのほか、軽体操も行われた

13



14月刊 地域支え合い情報　VOL.28　2014.12

「
生
き
る
促
進
要
因
」に
つ
な
が
る

居
場
所
活
動
を
、個
別
支
援
と
両
輪
で

自
殺
の
背
景
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
複
合
的
に
連

鎖
し
て
い
る
こ
と
、
複
数
の

悩
み
を
抱
え
て
「
も
う
死
ん

で
し
ま
い
た
い
」
と
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
打
破

し
て
い
く
に
は
、
寄
り
添
い

型
の
支
援
が
有
効
で
あ
る
こ

と
は
前
々
回
、
前
回
こ
の
欄

で
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

た
だ
、
人
が
自
殺
へ
と
追
い

込
ま
れ
る
と
い
う
の
は
、
何

か
問
題
を
抱
え
た
か
ら
必
ず

そ
う
な
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
失
業
や
借
金
、
介
護

疲
れ
や
身
体
疾
患
な
ど
、

な
ん
ら
か
の
問
題
（「
生
き

る
阻
害
要
因
」）
を
抱
え
た

と
し
て
も
、
家
族
や
友
人
と

の
つ
な
が
り
、
将
来
へ
の
希

望
、
地
域
社
会
へ
の
信
頼
感

な
ど
、
明
日
も
生
き
よ
う
と

思
え
る
よ
う
な
「
生
き
る
促

進
要
因
」
が
そ
の
人
の
な
か

で
相
対
的
に
上
回
っ
て
い
れ

ば
、
自
殺
で
は
な
く
、
生
き

る
道
を
選
べ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。「
生
き
る
阻
害

要
因
」
が
「
生
き
る
促
進
要

因
」
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
状
態
が
続
く
と
、「
も

う
生
き
ら
れ
な
い
。
死
ん
で

し
ま
い
た
い
」
と
い
う
状
態

へ
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま

う
。そ

う
し
た
状
態
へ
と
陥
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
複
数
の
絡
ん
で
し
ま
っ

た
「
生
き
る
阻
害
要
因
」
を

取
り
除
い
て
い
く
こ
と
（
個

別
支
援
）
だ
け
で
な
く
、「
生

き
る
促
進
要
因
」
を
高
め
て

い
く
取
り
組
み
を
両
輪
と
し

て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
具
体
的
に
は
、
私
た
ち

が
東
京
都
足
立
区
で
実
施
し

N
P
O
法
人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー 

ラ
イ
フ
リ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
代
表
　
根
岸
　
親
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て
い
る
自
立
相
談
支
援
事
業

で
は
、
個
別
支
援
と
併
せ
て
、

支
援
利
用
者
の
「
居
場
所
」

と
「
出
番
」
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
月
1
回
の
夕
食
会
や

映
画
の
上
映
会
、
毎
週
月
曜

朝
の
「
朝
活
」、
ち
ょ
っ
と

し
た
創
作
活
動
や
講
座
、
座

談
な
ど
、
多
彩
な
形
態
の
活

動
を
個
別
支
援
利
用
者
向
け

に
開
催
し
て
い
る
。
居
場
所

づ
く
り
は
好
評
で
、
参
加
者

か
ら
は
「
楽
し
い
時
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の

で
、
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
」（
50
歳
代
男
性
）
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
ひ
と

と
き
の
楽
し
み
を
感
じ
、
人

と
の
交
流
、
つ
な
が
り
を
感

じ
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
活
動
に
、
あ

ま
り
参
加
し
な
い
と
言
わ
れ

が
ち
な
中
高
年
の
男
性
も
多

く
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
、
や
は
り
個
別
支
援
で
構

築
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
と
の
関

係
が
、
基
盤
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
個
別
支
援

●プロフィール
ねぎし・ちかし＝福島県出身。8 歳の時に父
を自殺で亡くす。あしなが育英会から奨学金
を借りて、関西の大学へ進学。在学中は阪神・
淡路大震災や自死の遺児などを支援する活動
に没頭。2010 年 3 月に太田市役所を退職し、
現職。自殺実態 1000 人調査では、200 人以上の自死遺族か
らお話を伺う。現在は、自治体における自殺対策のモデル構築、

「自殺対策全国民間ネットワーク」「自殺のない社会づくり市区
町村会」の事務局など、プロジェクト全般に携わっている。

か
ら
、
集
団
で
の
活
動
参
加

に
つ
な
が
り
、
ス
タ
ッ
フ
以

外
の
人
と
も
交
流
す
る
機
会

を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。ま

た
、
居
場
所
で
の
つ
な

が
り
は
予
防
的
な
効
果
も
あ

る
。
複
数
の
問
題
を
抱
え
深

刻
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う

人
は
、
地
域
や
周
囲
と
の
つ

な
が
り
が
薄
く
、
相
談
が
で

き
な
い
ま
ま
孤
立
感
が
深
ま

り
、
解
決
す
る
力
を
そ
が
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
個
別
支
援
終
了
後
も
、

居
場
所
を
通
じ
て
ゆ
る
や
か

な
つ
な
が
り
を
保
つ
こ
と

で
、
再
度
問
題
を
抱
え
そ
う

に
な
っ
た
時
に
、
早
め
に
解

決
策
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
多
く
の
地
域
で
、

多
様
な
形
態
の
、
ち
ょ
っ
と

し
た
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
居

場
所
が
拡
が
る
こ
と
は
、「
生

き
る
促
進
要
因
」
を
育
む
こ

と
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
も
な

る
と
感
じ
て
い
る
。

「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
へ
３

14

（夕食会）一休の実り「カレーおいしかった人！」 夜の上映会

大きなスクリーンで

季節の創作ボランティア
コスモス畑
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

転居期、次につながるたいせつな
踏ん張りどころ！

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

ひとりごと

あるところでは、集団移転地で多くの戸建て住
宅が急ピッチで建設されています。続いて災害公
営住宅も建設されることでしょう。あるところで
は、市街地に高層の災害公営住宅が建設され入居
が始まろうとしています。あるところでは、集団
移転地での自宅建設や災害公営住宅の建設予定
がさらに遅れるとの情報も流れてきます。地域に
よっては、長引く仮設住宅での暮らしがいつまで
続くのか？ 先の見えづらい状況もあります。

仮設 住 宅 で は、 転 出 者 の 増 加 に よ り 空 き 室 が
増え取り残され感を抱く人の増加、自治機能の
低下、孤立化などの課題が顕著に表れる時期で
す。 ま た、 災 害 公 営 住 宅 で は、 新 た な 土 地 で の
暮らしへの不安、入居者による自治会の組織化
や 運 営 の 課 題 が、 そ し て 受 け 入 れ る 地 域 で は、
見知らぬ人たちの入居に伴う不安や受け入れの
ための体制づくり、一体的なコミュニティづく
りへの課題が出てきます。こうした住まうとこ
ろや立場によって、さまざまな課題が同時並行
的 に 出 て、 混 在 す る 時 期 と い え ま す。 支 援 す る
側も、仮設住宅への支援をより丁寧にしなけれ
ばならない一方で、災害公営住宅でのコミュニ
ティ支援、周辺地域での受け入れ体制づくりに
も目を配り、支援をしていく必要があるたいへ
んな時期といえます。いまがたいせつな踏ん張
りどころです。みんなでアイデアと知恵を出し
合 い、 力 を 合 わ せ て 乗 り 切 り ま し ょ う。 そ の た
めに、関係者で早目の検討と具体的な方策づく
りが求められます。

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

 サポートセンター行脚

地域の福祉力②

災害公営住宅への転居期を迎え、サポートセンター
の支援員が、同じ地域に住む者として、隣人として、
寄り添い見守る活動が重要になっています。さらにサ
ポセンが、行政や制度・サービスといかに協働してい
るかは、「地域の福祉力」の構築に大きく貢献してい
ます。
震災という非常時に設置されたサポセンは有期限で
すが、言ってみれば、今の社会は非常時と変わりませ
ん。災害公営住宅はできても、そこでの生活で孤独と
なり、地域から孤立していく状況も考えられます。災
害公営住宅で自治会をつくり、地域での支え合いの体
制を住民間で考える工夫も進んでいるようですが、継
続的な活動が保証されているわけではありません。そ
こで考えていただきたいのが、この３年半活動してき
たサポセンへの評価です。
サポセンは、地域住民間の支え合いを基礎とした支
援を展開しています。宮城県のサポセンは、公助の仕
組みで生み出されましたが、自助・共助に発展させて
いけるものです。地域社会の最前線で『支え合い』を
可視化していくことも期待されています。これまで福
祉系専門職がなしえなかったことです（つまりは、福
祉な地域づくりに専門職は敗北した、と自覚していま
す。制度や組織の枠を超えられずにいる専門職が多く
います。反省しています。サポセンの寄り添い型の見
守り機能を生かすことができてこその専門職です）。
宮城県では、地域福祉コーディネート基礎研修が始
まりました。「地域の福祉力」を担う人財育成の場です。
そして、それは「福祉の地域力」に目覚める支援員の
育成へのステップになるはずです。多数の皆さんの受
講を期待しています。

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

＜地域生活支援研修１（フォローアップ研修）＞
◎講師：酒井 保 ご近所福祉クリエーター
テーマ「 要援護者のニーズ発見と支援をつなぐ福祉マップ」（予定）

【石巻 会場】１月２６日（月）石巻市ささえあい総括センター

＜地域生活支援研修３＞
◎講師：勝部麗子 大阪府豊中市社会福祉協議 会事務局次長
テーマ「ゴミ屋敷や住民トラブルの対応」（予定）

【岩沼会場】１月３０日（金）岩沼市総合福祉センター

災害公営住宅への移行対策研修Ⅱ

平成26年度　宮城県被災者支援従事者研修
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月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 28号
バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

編 集 後 記
この時節になると「月日は百

はくたい

代の過
か か く

客にして行きかう年もまた旅人なり」（芭蕉「おくのほ
そ道」より）の言葉を思い出します。 時間はとどまることを知らず流れてゆきますが、 だか
らこそ私たちは時に立ち止まり、来し方を振り返るべきでしょう。震災から今日までの歩みは、
なおさらのこと。（木村）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「地域に生かす『私』の視点」

読 者 の 声

26 号の特集「よそ者の力」を興味深く読ませてもらいました。よそ者さんたち
の新たな視点や発想でさまざまな活動の輪が広がり、人々のつながりが生まれて
いくのはすばらしいことです。地元の活性化のためにも、彼らが能力を発揮でき
るような場をもっとつくってほしいと思いました。（宮城県気仙沼市　Ａ・Ｋ）

 購 読 者を募 集しています！

お知らせ

《分野別研修Ⅲ（フォローアップ研修）》
◎講 師： 酒井 保 ご近所福祉クリエーター
テーマ「要援護者のニーズ発見と支援をつなぐ福祉マップ」（予定）

【釜石会場】1 月 9 日（金） 岩手大学釜石サテライト

《中堅職員研修・事例検討》
◎講師：永坂美晴 兵庫県明石市望海地区在宅介護支援センター長

【盛岡会場】１月13 日（火）・14 日（水）キャラホール・都南公民館

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？

●購読会員　年3,696 円（年12 回、送料込み）
購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、①お届け先の住所と②何号
からの購読申込みかを、記入してください。

平 成 2 6 年 度  
岩 手 県 高 齢 者 等 サ ポ ー ト 拠 点 職 員 等 研 修 事 業

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

今回は・・・

地域ぐるみで、大家族のように過ごす

仙
台
市
太
白
区
東
中
田
の

住
宅
街
の
一
角
に
、「
F
O
R 

Y
O
U 

に
こ
に
こ
の
家
」
と

い
う
看
板
を
掲
げ
た
民
家
が

あ
る
。
月
曜
日
は
、
民
謡
や

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、
火

曜
と
木
曜
は
は
り
絵
や
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
む
常
設
サ
ロ
ン

だ
。
事
前
登
録
す
れ
ば
誰
で

も
参
加
が
で
き
、
手
づ
く
り

の
昼
食
付
き
で
参
加
費
は
１

回
1
2
0
0
円
。
車
い
す
な

ど
の
た
め
移
動
に
困
る
場
合

は
、
往
復
4
0
0
円
で
送
迎

を
し
て
も
ら
え
る
。
地
域
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
毎
回
60

歳
代
か
ら
90
歳
代
ま
で
10
人

ほ
ど
が
集
う
。

き
っ
か
け
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
を
受
講
し
た
７
人

で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
F
O
R 

Y
O
U
」

を

1
9
9
5
年
に
立
ち
上
げ
、

機
能
訓
練
や
精
神
障
害
の
あ

る
人
た
ち
の
デ
イ
ケ
ア
の
運

営
を
手
伝
う
な
か
で
、「
高
齢

に
な
っ
て
も
集
い
た
い
」「
障

害
が
あ
っ
て
も
外
食
し
た
い
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
。「
み
ん
な
で
大
家
族
の
よ

う
に
過
ご
し
て
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
る
場
が
あ
れ
ば
」
と
、

考
え
た
代
表
の
小
岩
孝
子
さ

ん
た
ち
が
、「
に
こ
に
こ
の
家
」

を
2
0
0
3
年
に
開
設
し
た
。

2
0
0
4
年
に
は
N
P
O

法
人
を
取
得
。
地
域
全
体
で

子
育
て
を
し
よ
う
と
、
翌
年

か
ら
仙
台
市
東
四
郎
丸
児
童

館
の
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
も
担
う
。
地
元
の
小
中
学

生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
チ
ー
ム
東
中
田
っ

子
」
の
活
動
や
、
小
中
学
校

と
連
携
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

の
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
率

先
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
、「
自
分
た
ち
だ

け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
り

が
あ
る
」
と
、
地
元
の
地
域

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ほ
っ

と
ネ
ッ
ト
in
東
中
田
」
を

2
0
0
4
年
に
立
ち
上
げ
た
。

地
元
の
連
合
町
内
会
、
地
区

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
施
設
・
N
P
O
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
講
演
会
（
年
２

回
）
や
情
報
紙
の
発
行
な
ど

を
実
施
。
す
べ
て
の
活
動
は
、

「
に
こ
に
こ
の
家
」
か
ら
発
信

さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
地
域
の

中
で
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し

て
い
た
い
か
ら
」。
そ
の
シ
ン

プ
ル
な
思
い
が
、
す
べ
て
の

活
動
の
源
と
な
っ
て
い
る
。

22回目
市民リレー

◎特定非営利活動法人 FOR YOU にこにこの家
〒981-1101 宮城県仙台市太白区四郎丸字神明16-2

宮城県
仙台市
太白区

小


